
1．スポーツの市場化と公共性

■．ドィツ連邦共和国における
　　　スポーツの市場化とスポーツ運動・システム

高津勝

はじめに

　ドイツ連邦共和国（BRD）のスポーツとその

システムにっいては、K．Gleselerに代表されるよ

うに、次のような特徴づけが支配的である。

　すなわち、非経済的社団としてのスポーツフェ

ライン（以下、スポーツクラブという）に基礎を

おき、ドイツ・スポーツ連盟（D　S　B）という全

国的組織を持ち、国家および地方自治体とのパー

トナーシップのもとで社会的に編成されるもの、

という理解である。しかし、今日のドイツのスポ

ーツ動向を的確に把握するためには、そのような

理解では不十分である。なぜなら、1970年代、と

りわけ80年代以降の旧西ドイツにおけるスポーツ

の新たな展開が、そのような理解の修正をせまっ

ているからである。

　本稿は、BRDにおける最近の研究動向を紹介

しながら、通説的な理解とは異なる新たな観点を

提出するとともに、ドイツにおける世紀転換期の

スポーツ動向に理論的なスポットをあてようとす

るものである。

L70年代のスポーツ動向と社会的構造分析

（1）D．H．J臼tti㎎の社会的構造分析

　1970年代といえば、公共スポーツ施設が拡充・

整備され、DSBに代表されるスポーツ組織と国

家・公共団体とのパートナーシップが定着した時

期である。大衆的なスポーツ活動の大規模な展開

は、そのような条件のもとで起った。しかし、そ

れに対する批判的な検討は、十分になされていな

い。D。H．J5ttingは、年齢、性、学歴、職業、収

入をメルクマールにして、この時期のスポーツ動

向を次のように特徴づけている。

a。年齢とともにスポーツ活動は減少する。

　b．女性の参加は少ない。

男性 ’　女性

規則的　123％
ときどき　22％

15％
1％　1

　c．運動量および種目の選択という点で、学歴が

非常に大きく影響する。低学歴者はスポーツ、特

に伝統的（オリンピック）種目に消極的で、バド

ミントン、ミニゴルフ、卓球などを好む。

　d。職業労働が、成人期のスポーツ活動にとって、

さらに重要な決定要因になる。労働者は、職員や

公務員に比し、スポーツにおいて代表されない。

　e。収入の多い家族はスポーツ活動が盛んであり、

成人のスポーツ活動は主に中層と上層の住民によ

って担われている・

（2）スポーツ活動の形態・内容

　成人の33％がスポーツを行なっている。ほとん

どは規則化されておらず、自己解放的なもの、消

費支出（時間・金銭、器具）の少ないもの、他者

への依存度の少ないものが好まれる。成人の場合、

コミュニケーション、社交、自然と親しむ種目、

エネルギーをあまり要しない種目を行なっている。

　定期的に行なわれる種目は、①散策（52％）、

②徒手体操（32％）、③水泳（31％）、④ハイキング

（10％）、⑤ボーリング（15％）、⑥サッカー（12％）、

⑦ダンス（11％）、⑧器械体操（10％）、である。



（3）スポーツの社会化と階層的特殊性

　J廿ttingによれば、スポーツ活動は、生涯にわ

だり、階層的な特殊性を示す。

　第1に、胃少年期にスポーツをした者は、成人

になってもチャンスが多い。

　第2に、職業活動が成人期の社会化に決定的な

影響力をもち、肉体労働、頭脳労働、自営業など

の職種、活動空間、職業的地位、収入が、職業外

の活動を規定する。身体的負担が少なく、自立的

な活動を行なう職業が、スポーツ活動にとって有

利である。

　第3に、世帯主の職業状態が、家族全体のスポ

ーツ活動に影響を及ぼす。

　第4に、日常の様々な要求との競合関係のなか

で、定期的にスポーツをすることは、成人にとっ

て困難である。

　第5に、昇進、結婚、子どもづくりや自由な時

間の欠乏が、マイナスに作用する。

　そのような困難のなかで、クラブ、成人学校、

企業、余暇産業のスポーツ・プログラムは、近年、

「市場モデル」に従って展開している。「みんな』

のためにスポーツクラブを開放することは、50年

代末から宣伝された。第2の道、トリム運動とと

もに、持久走、ハイキング、スキーマラソンなど

の大行事が導入され、会員が増加した。しかし、

大多数の成人にとって、持続的・定期的なスポー

ツ活動の動機づけにはならなかった。

　第2に、余暇にスポーツを行なう成人の割合は、

70年代の初頭以来、組織された者の比率よりはる

かに高い。にもかかわらず、クラブに組織された

小数者が、スポーツ現象のなかでは支配的な存在

となる。というのは、クラブは、大衆的なスポー

ツ振興のための公的補助の独占者だからである。

　第3に、組織内スポーツ人口の約10％が、定期

的に、っまり月に何回もスポーツをする。未組織

のr私的な」スポーツ活動の場合、それよりはる

かに低い。それは、定期的な競技会のために1っ

の種目をトレーニングする古典的な意味でのスポ

ーツではなく、解放的、遊戯的、社交的に行なう

身体活動である。とりわけ、運動能力や組織、財

政への依存度の少ない、自然と結びっいた種目

（水泳、スキー、ハイキング、卓球、陸上競技、

乗馬、アイススケート）において、クラブに依存

しないスポーツ活動が活発である。

　第4に、組織されたスポーツは、それ自体、ス

ポーツヘの大衆の受動性の要因をなす。クラブス

ポーツは競技志向で多数の住民の願望を見過ごし

ている。スポーツに受動的な大衆にとって、成績

に執着する中間層的制度（1elst㎜gsfixlerte　Mit－

telschichtten－lnstitutlonen）としてのスポーツ

は、あまりにも労働世界のコピーでありすぎる。

　第5に、だが、組織されていない者が、自立し

たスポーツ活動を展開しうると仮定するのもまた、

幻想である。

II．スポーツの大衆的展開と「クラブスポーツ」

　の地位の相対的低下

（1）G．Elchlerによる「クラブスポーツj批判

　Eichlerの場合、BRDの誇る「クラブスポー

ツ」への批判は、より徹底している。

　D　S　Bによれば、1980年の各州スポーツ連盟の

会員数は1，444万人。住民比23．6％である。

　だが、第1に、女性の組織率は全年齢をとおし

て低位である・成人も低く（16．4％）、その増加

率は低下しており、児童と青少年のみが顕著な増

加傾向を示している。

（2）J．陰azekの「スポーツの構造変化」論

　80年代の初頭以降、BRDではフィットネスと

ボディービルのスタジオが急成長し、80年代末に

は300万人の会員を擁するようになった。この事

実をふまえて、Joachlm　Mrazekは、スポーツの構

造変化を次のように指摘する。

　第1に、60年代において、クラブはスポーツ活

動のための唯一の組織であった。しかし、ここ20

年間でスポーツの光景は大きく変化した。そのこ

とは、伝統的な種目の低迷に比し、ジョギング、

エアロビクス、サーフィン、ボディービル、フィ

トネス・トレーニングの進出によって明らかであ
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る。

　第2に、スポーツを供給する形態も変化した。

60年代まで、スポーツはほぼすべて、クラブで行

なわれた。だが、新しい種目は、クラブの外で発

達し、個人または商業施設で行なわれている。

　第3に、スポーツの参加者にも構造的な変化が

現れた。以前、スポーツは男性と青少年のもので

あったが、最近では女性や老人もクラブに加入す

る。1950年＝1：8。1987年＝1；2（以上、男女比）。

クラブ外では、この傾向はさらに顕著である。

　第4に、構造変化の理解にとって重要なことは、

スポーツ活動に対する動機である。以前は成績、

競技、成果を重視した。今日は楽しみ、健康、か

っこよさ、フィ・ソトネスである。

　以上で明らかなように、最近のスポーツの主要

な変化は、クラブの独占的な地位が低下したこと

である。このことは、スポーツの統一性の解体を

意味する。伝統的なスポーツは、下部から頂点ま

で、成績・競技・結果を重視する同じ価値観、同

質のシステムのもとにあった。今日、スポーツに

統一的な道は存在しない。

　フィットネススタジオとスポーツクラブの差は、

①義務が少ないこと、②個人的な条件が配慮され

ること、にある。だから高価でも利用する。クラ

ブの長所は、スポーツの専門性と社会的活動にあ

る。だが、他の社会組織より多くの義務を負う。

スタジオにとって重要なことは、①組織とのコン

タクトが少ないこと、②自己の身体に対する真面

目な態度、である。個人主義化と自己の身体への

関心の増大は、今日の社会を特徴づけている。自

己のアイデンティティーを確立することが困難で

あるがゆえに、自己の身体において、それをカバ

ーしようとするのである。

皿．転換期のスポーツ～今日のスポーツ状況と

　その歴史的性格規定～

　70代以降のBRDのスポーツのなかには、近代

スポーツ（伝統スポーツ）とは質的に異なる新た

な動向が出現した。その特質を理論的・具体的に

明らかにするためには、今日のスポーツを総体と

して歴史的に把握する必要がある。

　以下、D．H．J流tig（1983）、H．一J．Schulke（1983）、

P．J“rgen（1988）による特徴づけを示しておこう。

（1）2っのシステムの差異化・分極化（D．H．

　　J“ttig）

　①50年代末までのスポーツは、クラブと連盟に

よって組織され、会員を財源とし、アマチュアの

ためのトレーニングと競技活動が行なわれた。

　②「第二の道」（1959年）、「ゴールデンプラン』

（1959）とサ・ソカー・ブンデスリーグ（1963／64年）

の開始とともに、プロスポーツのシステムと日常

的スポーツのシステムという、2っの異なるシス

テムが発展した。一方で、高度競技力・競技スポ

ーッ（Hoch－leistu㎎ssport／｝ettk甜opfsport）。他

方で、余暇・大衆スポーッ（Freizeit－und　Brei－

tensport）。

　③独自のスポーツシステムヘの差異的発展は、

未だ完了していない。クラブ内では異なる扱いが

なされ、練習場や練習時間は選手が優先される。

政府・政党・スポーツ連盟は、口では同等といい

ながら、実際には選手を優先している。

　以上が、D．H．謁ttigによる今日のスポーツの動

向把握である。

（2）膨張・差異化と関連性（H．一J．Schulke）

　次に、H．一J．Schulkeによる今日のスポーツの歴

史的な段階規定を示そう。

　①近代スポーツは、その発展の過程で膨張し、

差異化した。

　②伝統的スポーツ活動とは異なる、新しい形態

の発展が始った。70年代のスポーツ活動の拡大は、

新しい質なしには不可能であった。若者に担われ

た50年代、60年代の伝統的スポーツと並んで、よ

り広範なスポーツのシステムが出現した。その構

造、内容、法則性は、わずかしか解明されていな

いo

　③大衆スポーツ（Breitensport）と高度化スポ。

ツ（Spitzensport）が完全に関係なしに存在してい

るのではない。それらは、おそらく末端で連続し、



互いに関連し、多面的な移行形態が存在する。

（3）スポーツの市場化とクラブスポーツの競合・

共生（P．J“rgen）

　ドイツスポーツ連盟（DSB）のP．J“rgenは

ドイツのスポーツに関し、次のような現状認識と

展望を示している。

　①スポーツを提供するための社会的・経済的状

況は、戦後の創設期とは根本的に変化した。

　②市場化されるスポーツは、徐々に商業に委ね

られる。クラブは、いまなお、競技スポーツをテ

リトリーにしている。大クラブと商業的サービス

とは競合関係にある。商業的施設の成長は停滞し、

業績のよいものが存続する。それらのうちの多く

は、クラブと提携することになるだろう。

　③21世紀の余暇・大衆的スポーツの成長は、商

業的活動とクラブの対立にもとづく。市場経済の

内部で、スポーツの市場化とスポーツクラブ（市

民的自治組織）に基礎をおく公共的スポーツ運動

は、競合と共生のもとで展開する。

　IV．小括

　見てきたように、BRDのスポーツは、構造的

な転換期にある。

　今日、オリンピック種目に象徴されるr近代ス

ポーツ』とそれを支えてきたクラブ組織は、その

地位を相対的に低下させっっある。伝統的な種目

に依存してきたBRDのスポーツクラブは、いま

やスポーツ活動のための唯一の存在ではなくなっ

ている。

　その傾向が顕在化するのは、皮肉にも、じっは、

BRDにおいて、クラブを基軸にした大衆的なス

ポーツ・システムが構造的に定置された1970年代

以降であった。

　いまや、非経済的社団としてのスポーツクラブ

に組織されたスポーツをもって、BRDのスポー

ツ・システムを典型化することはできない。現代

のドイツのスポーツの内部に、2っの異なるシス

テムが成長しっっあるからである。

　その是非を『高度化と大衆化の統一』という

「理念型』、ないし「基準』をもって判定してみ

たところで、現実のスポーツ活動のなかにある多

様な可能性と変革のエネルギーを汲みとることは

できないであろう。

　スポーツは、今日、産業化・商業化とマスメデ

ィアの発達に条件づけられながらも、既存の組織

的な枠組みを越えて多様に展開している。

　そうしたなかで、一見、関わりがないと思われ

がちな「普通』の人々のスポーツに対する関心と

態度が、実際には、スポーツの現実と未来を大き

く規定するようになったのである。

　現代とは、大衆との関わりを抜きにして、スポ

ーツの未来を展望しえない時代なのだ。問題の核

心は、そこにおいて大衆は主体か、それとも客体

か、あるいは、いかにして主体たりうるか、とい

うことである。
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